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成果報告 ／ 加藤研一 

 

研究集会について 
 

カリックスアレーンおよびククルビットウリルに関する合同シンポジウム（JCCC 

2023）は、第 17回カリックスアレーン国際会議（Calix 2023）と第 7回ククルビット

ウリル国際会議（ICCB 2023）を合わせたものであり、2023年の 7月 16日から 21日

の 6日間イスラエル・テルアビブにて開催された。本研究集会が主な議題とする大環

状有機分子群はホスト・ゲスト化学の中核をなしており、2016年のノーベル賞になる

など近年ますます重要性を増す超分子化学とその関連分野に大きな貢献を果たして

いる。本研究集会では、受賞講演、基調講演、招待講演を合わせて 54 件の口頭発表

が一つの会場で行われた。ポスター発表もフラッシュトークが付随する形となってお

り、全体を通して質の高い口頭・ポスター形式の各発表が参加者全員のもとで丁寧に

議論された。 

 

 

発表内容 
 

報告者は「Chiroptical properties and multifold arylation of pillar[n]arenes」という講演題目

で 15分間の招待講演を行った。以下に発表要旨を示す。 

 

ピラー[n]アレーン (n = 5,6) はカリックス[n]アレーンに関連した大環状化合物であり, 

通常は 1,4 位でメチレンによって連結され, 2,5 位にアルコキシ基を持つ. これらの構

造的特徴から, ピラー[n]アレーンは他の大環状分子とは異なり, C5またはC6軸を持っ

た高い対称性および面性不斉を示す. 

本発表前半では, 片縁に嵩高いシクロヘキシルメトキシ基を持つピラー[5]アレーン

の残る片縁に 5つのアリール基を導入した新規分子群について報告した. 一連の分子

は安定な不斉と二面性を併せ持つ点で稀有な例であり, 円偏光発光（CPL）を示すこ

とも分かった. 本発表の分子群は C5対称性を保持しているため, 従来の C1および C2

対称の誘導体よりも CPL において高い非対称性因子を達成できた. 明瞭な二面性を

持つ分子においては, 非対称性因子が低下する一方で, 長波長および高い量子収率で

発光することを見出した. 

発表後半では, ピラー[n]アレーンの縁部位での直接修飾に関する最近の進展につい

ても紹介を行った. フラン-2-ボロン酸およびベンゾフラン-2-ボロン酸を用いること

で, ピラー[5,6]アレーンの両縁すべての置換位置にアリール基を導入することに初め

て成功した. 得られたアリール置換型ピラー[5,6]アレーンの構造, 光学, ホスト-ゲス

ト特性を通常のアルコキシ置換体と比較検討したところ, 従来のピラー[n]アレーン

から大幅に改変された特性を示すことが明らかとなった. 

 

 

成果について 
 

発表後には年代の近い若手研究者のみならず、著名な Julius Rebek教授をはじめ国際

的に活躍する研究者から反応や質疑を受けることができ、当該分野に研究成果をアピ

ールする得難い機会になるとともに報告者にとって大きな刺激となった。質疑につい



ても、発表時間内に多くの内容を盛り込んだにもかかわらず的確な理解の上でなされ

た内容であったために、有意義な議論を行うことができた。 

本研究集会の発表内容は基礎的な新規分子の合成研究、二分子会合の強さに関する理

論研究、生体への応用研究など多岐にわたるもので、当該分野の研究潮流や周辺領域

への知見を深めることができた。また、イスラエル国内の空港への到着時から、会期

中のコーヒーブレイク、復路の途中に至るまで多国籍かつ広い分野の研究者と交流す

る機会にも恵まれ、国際的な研究者ネットワークに参画する一歩となった。 

 

最後に、このような研究発表の機会を支援してくださいました貴財団に深く感謝を申

し上げます。 
 


